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 今月のおすすめ 
教育雑誌 

貸出・問合せ 
8 2 2 - 2 8 3 6  

ウォームアップ研修 

研修講座報告 初任者研修３年次 

最新の教育情報は  
雑誌で GET! 

１月 号 特 集   
な ぜ 「 子 ど も 主 体 」
の 授 業 が う ま く い か
な い の か そ の 改 善
策 を 考 え よ う  
 

  

 
１月 号 特 集   

算 数 の 「 個 別 最 適
な 学 び 」 「 協 働 的 な
学 び 」 を 創 る  
算 数 研 究 ・ 研 修 の
在 り 方  

１月 号 特 集   
デ ー タ で 見 る 道 徳 ×
デ ー タ を 生 か す 道
徳 授 業  
い き も の に 学 ぶ ， ヒ ト
の 生 き る 道  

その他、授業づくりに役立つ
雑誌を配架しています！ 

新 しい年 を迎 えました。先 生 方 におかれましては、お健 やかに新 年 をお迎 えのこととお慶 び申 し上 げます。 

さて、今 年 の干 支 は「卯 」です。卯 年 は飛 躍 や向 上 の象 徴 とされており、新 しいことを始 めるには最 適 な年

と言 われています。また、卯 年 は「生 まれる」→辰 年 は「立 つ」→巳 年 は「実 を結 ぶ」というように、その後 の３年

間 につながるそうです。教 育 センターでは２月 ９、１０、１３日 の３日 間 にわたり、長 期 研 修 員 の研 究 報 告 会 をオ

ンラインにて開 催 いたします。１年 間 の各 自 のテーマ研 究 が実 を結 び、最 新 の教 育 動 向 や今 日 的 な課 題 につ

いて報 告 をいたします。ぜひご参 会 ください。 

本 年 も教 育 センターの諸 事 業 にご理 解 とご協 力 をどうぞよろしくお願 いいたします。 

初 任 者 研 修 ３年 次 を１月 ２０日 （金 ）にオンラインで実 施 しました。 
『体罰根絶に向けて』『教育公務員の服務・倫理』の研修では、様々な事案や事例をもと

に、改 めて法 令 ・法 規 に基 づいた服 務 について自 覚 を深 めることができました。 
また『情報モラル』についても、個人情報の取り扱いや著作権について改めて注意すべき

点など確認することができました。 
受講者の感想には「教育公務員として、自覚と責任をもって職務に専念していきたい」 

「情報モラルをどう学ばせていくのか、子どもたちにどう身につけさせるかについて考えるきっ
かけとなりました」などこれまでの自身を振り返りながら、今後につなげる前向きな感想が多
くありました。 

今回の研修で、初任者研修は最後となりますが、教師の学びはこれからも続きます。初心
を忘れることなく、新しいことに積極的に挑戦し、自分を高め続けてくださることと信じており
ます。また、校長先生をはじめ、これまでご指導していただいた先生方にも、感謝の気持ちを
忘れずに、これからも謙虚な姿勢で、職務に励んでいただきたいと思います。 

受講されたみなさんの益々の成長とご活躍、そして子どもたちの人生が、笑顔で充実した
ものとなりますよう、心より願っております。 
 
 

ウォームアップ研 修 を１月 １６日 から実 施 しております。この研 修 は教 育
センターにおいて例 年 、次 年 度 の採 用 候 補 者 向 けに行 っている事 前 研
修 です。２月 １３日 までの毎 週 月 曜 日 に全 ５回 オンラインで実 施 し、６回
目 の最 終 回 は、３月 ２７日 （月 ）に教 育 センターにて実 施 予 定 です。 

第 １回 目 の研 修 は「最 初 に身 に付 けたい仕 事 の基 本 」というテーマ
で、社 会 人 としてのマナーやコミュニケーションの大 切 さについての研 修 を
行 いました。以 下 に、感 想 の一 部 を紹 介 します。 

 
 
 
 
 
 
採 用 候 補 者 の皆 さんは、大 変 意 欲 的 に研 修 に参 加 され、また４月 か

らの子 どもたちや先 生 方 との出 会 いが楽 しみで、期 待 に胸 を膨 らませて
いました。受 講 者 の皆 さんが安 心 して 4 月 を迎 えられるように、サポートし
ていきたいと思 います。 

・教 員 として、言 葉 遣 いなど、自 分 が無 意 識 に発 している言 葉 を
改 めて気 をつけていきたいと思 いました。  
・新 年 度 から一 緒 に働 く 同 期 の方 たちと 話 すことができて、４ 月 か
ら教 員 になることに対 して実 感 が出 てきました。  


